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（1621）年 上屋敷 台所周辺⑴ Ｌ字型 無 不明 共用 不明 不明
b 毛利家文庫58絵図－480「江戸上御屋敷極リ之惣指図」
明暦2







他（複数） Ｉ字型⑵ 無 個別 共用 個別 共用
d 毛利家文庫58絵図－486「御中屋敷指図」
宝暦年間
（1751－1764） 中屋敷 台所周辺⑴ Ｉ字型⑴ 無 個別 共用 個別 共用
e 毛利家文庫58絵図－487「桜田御屋敷差図」 寛延年間以降 上屋敷
台所・その

















共用 個別 個別 共用
h 毛利家文庫58絵図－481「江戸桜田御上屋敷図」
寛政8










































































































表御殿式台 裏御殿式台 表御殿書院 長局
a 元和7（1621）年 当侍 無し 広間 ①Ｌ字型平面
b 明暦2（1656）年 式台伺候の間 式台 ↓ ②Ｉ字型平面
c 元文3（1738）年 靭ノ間の成立連続する三室 床の発達 書院 ↓
e 寛延年間以降 伺候の間 ↓ 上段の発達 ↓




h 寛政8（1796）年 ↓ 出伺ノ間坪庭 ↓ ↓







l 嘉永4（1851）年写 ↓ 出伺ノ間坪庭 ↓ ⑤Ｉ字型平面
４．主な長局の空間の模式化と比較
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る。
　隣接する二区画のうち、図の左側を一階のみ、
右側を二階まで示している。
　最後に、絵図ｊは「一の側」の端に位置する区
画を対象とした。絵図ｊは部屋境界、名称、柱、
階段などに加えて部分的にではあるが建具の配置
など詳細な表記がみられる。板の間に排水溝を伴
う部分は流しか風呂と考えられる。絵図は一部が
着彩されているが当該部分には着彩がみられない
ことや、二階も切抜かれていることから、上階に
床がなく屋根も架けられていない吹き抜けと判断
した。吹き抜け部分を一階と二階を合わせて表示
する目的で、絵図ｇ同様、隣接する区画のうち一
方を一階のみ、他方を二階まで示している。風呂
は廊下を挟んだ向かいに便所、物置などと並んで
「風呂屋」の表記がみられる。「風呂屋」は板の間
に配水溝を伴う表現であり、吹き抜け部分と共通
している。吹き抜け部分も風呂と考えてよさそう
であるが、ここでは保留しておく13。二階は吹き
抜けに面した一面に建具の表記と、別の面に出窓
と考えられる表現がみられる。外壁に面しては出
窓と格子窓と考えられる表現がみられるが内部が
覆われるため省略している。記録には模式図に示
した区画には二名の記載がみられることから、一
階二階と合わせて一区画を二名で使用していたも
のであろう。廊下を挟む便所や物置などは便所の
引戸以外に建具や壁を判別できる手掛りに乏しい
ため、この部分は平面を示すに留めている。
　図２に示す長局模式図は、いずれも高さなどの
寸法は絵図に記載はなく概略を示すにすぎないが
紙がみられる単調な区画の二棟の間に「御上ろう
衆」「御年寄衆」などの貼紙がみられる棟が位置す
る三棟から構成されている。中央の棟は複数の部
屋から構成された区画が並び、各区画専用の便所
もみられる。絵図ｇは二階を伴い各区画は複数の
部屋を備えるほか区画毎の設備も整備されている。
絵図ｊは二階を備え区画毎の設備もいっそう複雑
に整備されているほか、建具の表記もみられ、区
画内に吹き抜けと考えられる空間を備えている。
絵図ｌは区画の設備などはよく整備されていると
考えられるが縮尺の問題もあり絵図の表現が簡素
で細部は不明な部分が多く長局も比較的規模が小
さい。
　主要な長局の特徴や絵図の内容から適当と判断
できる絵図ｂ、絵図ｇ、絵図ｊを対象として、部
分的な3D-CGによる模式図を作成し空間を比較し
たい。図２にそれぞれの長局において特徴的な部
分の3D-CGによる模式図示す。模式化した部分の
周辺の平面図もあわせて示し、部屋名称など絵図
に示された記録の一部を書込んでいる。
　まず、絵図ｂからは中央の棟の一区画を対象と
した。絵図ｂでは部屋境界と名称、規模、柱など
の表記はみられるが建具などは不明であることか
ら多くは推定による。次に絵図ｇからは専用とみ
られる湯殿を備えた区画を対象とした。絵図ｇは
部屋境界、名称、規模は表記されている。しかし
柱などの表記はみられず建具もやはり不明である
ことから推定の部分が多い。ただし階段の段を示
すと考えられる表現が伴っており、二階部分とも
対応することから階段位置はとらえることができ
図2　 萩藩上屋敷の主要な長局の3D-CGによる部分的な模式図。絵図b、絵図g、絵図jを対象としている。
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て接続する形態となり、接続は一ヶ所に限られる
傾向がみられる。とりわけ絵図ｇには長局からの
み接続する共用の風呂・湯殿が整備されており、
長局が積極的に周辺から独立していく傾向をみる
ことができる。長局だけとの関係で論じることは
早計であるが、台所が裏御殿の導線の軸として機
能していた可能性が推測できる。絵図ｃ、絵図ｅ
の平面構成の検討とともに、今後の課題である。
　長局は江戸初期から独立性の高い区画が整備さ
れており、幕末まで変化が継続していることを捉
えることができた。接客空間に対してサービス空
間に相当する部分ではあるが年代により変化に富
む豊かな空間が発達していたと考えられる。
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　絵図ｊも二階を伴うことが特徴ではあるが、絵
図の表現から階段の傾斜は絵図ｇなどに比較して
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階からの吹き抜けと考えられる空間や一階と同様
に複数の部屋から構成される平面となるなど二階
が非常に発達していることがうかがえる。一階の
平面も廊下に面した部屋からカマドと流しを備え
た板の間まで部屋の用途が示された部分もみられ
る。記録の詳細であることからも絵図ｊの長局の
仕様が特別であると考えられる。
　いくつかの規格が揃えられた区画が並ぶ建物の
事例としては姫路城西の丸多門や長府毛利家長屋
などが類似すると考えられる。絵図ｌの部屋名称
には「多門」の表記もみられることから城郭の建
物との比較も試みるべきであろう。また絵図ｊな
ど萩藩以外の屋敷からの影響が推測できる事例で
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　長局は裏御殿台所または台所とおおむね一ヶ所
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る絵図ｃの時期である。絵図ｅの時期まで長局は
台所以外の部分とも接続しているが、絵図ｇ以降
は再び長局内は複数の廊下を用いていたとしても
裏御殿の他の部分とは台所または台所周辺を介し
４．まとめ
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ものが複数認められる。また廊下の形状などは絵図ｊと一部
異なる。
9 下屋敷の長局は他の絵図と異なり長局部分は一間の寸法が周
辺の建物と比較して小さい仕様である。絵図には部屋の規模
が表記されているが、同じ畳数であっても周辺建物の部屋よ
り規模が小さくなる。この問題はあらためて検討する必要が
ある。
10 註4に同じ。
11 註4に前掲の毛利家文庫8館邸－28　「和姫様御住居諸沙汰書（文
政十一～十二）」による。
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平井聖監修、学習研究社、2000など。
13 図１では仮に流しとして示している。
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